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 本論集は2008年11月１日（土）と２日（日）の２日間に渡り、名古屋大学大学院国際言

語文化研究科で行われた国際シンポジウム「異文化としての日本」を記念して発行された

ものである。 

 国際シンポジウム「異文化としての日本」は、日本語や日本文化を異文化の視点から再

考し、「日本学」の新たな意義を探求することを目的として開催された。このうち言語部

門では日本語が国内外で如何にとらえられ、如何にして教育・習得され、如何にして研究

されているかなどについて論じられ、新しい日本語研究、日本語教育のあり方が議論され

た。一方、文化部門では異文化接触、異文化受容、異文化交流などについて複眼的な視座

からアプローチすることにより、従来の研究では見えにくかった日本文化の側面を浮き彫

りにする議論が行われた。 

 本シンポジウムでは国外から張龍妹教授（北京日本学研究センター）、張威教授（清華

大学）、Peter Ackerman教授（Friedrich-Alexander-Universität Erlangen-Nürnberg）、

Patricia Wetzel教授（ポートランド州立大学）の４人の研究者を基調講演者として招聘し

たほか、国内からも第一線で活躍する片岡邦好教授（愛知大学）、小林ミナ教授（早稲田

大学）、ロナルド・スチュワート講師（県立広島大学）、張麟声教授（大阪府立大学）、

森田勝昭教授（甲南女子大学）の５人の研究者を招聘し、最新の研究成果について発表し

てもらった。さらに本研究科の教員による研究発表、大学院生によるポスター発表、およ

びワークショップとして本研究科教員によるトルコ語のＴＰＲ（Total Physical Response）

の実演も行われ、日本語や日本文化に関する多彩な研究成果が報告された。これらの成果

をもとにまとめたのが本論集である。読者の皆様の忌憚のないご意見、ご批判を賜れば幸

いである。 
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